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[緒言] 

有機分子から形成されるナノマテリアルは、分子エレ

クトロニクス実現のための基本的なパーツとしてその開

発に大きな関心が寄せられている。特に、デバイス応用

へ向けての研究が国内外で活発に行われ、様々なナノデ

バイスのプロトタイプが試作されるに至っている。一方、

分子性導体は半導体から金属・超伝導に至る多彩な伝導

物性を示すことが知られており、このような特異な物性

を生かしつつ、エレクトロニクス等への応用を可能にするために、分子性導体のナノ材料化、デ

バイス化が強く望まれている。そこで、本研究では、エーテル側鎖を有する Tetrathiafulvalene(TTF)

誘導体を合成し、自己組織化させることで、新規導電性ナノマテリアルの作製を目指した。 

[実験] 

 TTF に、エーテル部位を付与したアルキル鎖を 1、2 本導入することで、新規誘導体 TTF-1IO

と TTF-2IO を合成した(Fig. 1)。化合物の同定は、1H、13C-NMR、質量分析、 元素分析により行

った。分子集合体の電子状態は、IR、UV-visスペクトル、CV を用いて明らかにした。TTF-1IOと

TTF-2IO、及びそれら電荷移動錯体の自己組織化を評価するために、マイカ基板上に作成したキ

ャスト膜の AFM観察を行った。分子集合体の電気伝導度については 2端子法を用いて、電極ギャ

ップ 50 µmの金蒸着電極上に作成したキャスト膜について測定した。磁化率は SQUID、ESRを用

いて測定した。 

[結果と考察] 

 TTF-1IO と TTF-2IO はドナー性を有していることから、アクセプター分子である

Tetracyanoquinodimethane(TCNQ)分子等と混合することで電荷移動錯体を形成した。まず初めに、

電荷移動錯体の電子状態を明らかにするためにUV-vis、IRスペクトル測定を行った。両錯体共に、

UV-vis スペクトルからは 700-900 nm に TCNQ アニオンラジカルの HOMO-LUMO の電子遷移に

相当する吸収が、450 nmに TTFのカチオンラジカルの吸収が確認されたことから、部分電荷移動

状態を形成していることが明らかとなった。また、各電荷移動錯体からなるキャスト膜について

電気伝導度測定を行った。電気伝導度は典型的な半導体の温度依存性を示した。磁化率測定の結

果については当日報告する。 

 

Fig. 1 Structures of TTF derivatives 

TTF-1IO

TTF-2IO

第76回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2015 名古屋国際会議場)14p-1E-14 

© 2015年 応用物理学会 11-214


